






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で考えれば︑代理出産という行為の中に存在するのは︑代理母が自らの身体を自由に扱うこ によっ 幸福を追求 権利 ある︒日本でも人文社会系の専門家の間では︑同様 理解のもと議論が交わされてきた︒辻村みよ子︵二〇一二︶は二〇〇八年 日本学術会議の議論を振り返り︑そこでは︑代理母当事者の幸福追求権利と︑人間が他者によ 心身を管理されず自由でい こと 比較考量した
場合︑現状では後者が重視されるという理解が一般的で
あったと述べる︒ただしこの代理母が らの身体を に扱える権利は︑米国では女性の中絶権や︑女性解放そ ものとも結びつくため︑大きな論点となるものの︑日本では社会的な議論は殆ど起きていないか︑あまり重要視されてこなかった︒
ところで︑日本で﹁生殖の自己決定権﹂の言葉を用いて主張さ
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